
東海地域の稠密ＧＰＳ観測網の構築 

New dense GPS network around Tokai region 
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東海地方は「東海地震」の震源域として様々な観測体制が敷かれており、ＧＰＳによる地殻変動観測も主とし

て国土地理院によりリアルタイム観測が行われている。特に２０００年６月ごろより現在に至るまでのスロース

リップは１９９７年から約８年間の観測データの中で特筆すべき現象である。この東海地域スロースリップ現象は

時空間的に細かな特徴を持ち、ＧＰＳ観測点の密度が増せばさらに微細な事象が明らかになる可能性を持っている。 

東大地震研，静岡大学，東海大学，九州大学を中心とした「GPS 大学連合」では、この東海地方（国土地理院の

ＧＰＳ観測点が約４０点ある地域）に約６０点の新ＧＰＳ観測点を２００４年度までに設置しており、既に１年程

度のデータを蓄積している。設置した場所は主に静岡県内の小学校の校舎の屋上で、小学校が隣接した場所に分布

していないために、適当な間隔を持った新ＧＰＳ観測網が完成した。この新ＧＰＳ観測点と国土地理院のＧＰＳ観

測点を結合した「東海地域 GPS 稠密観測網」を構築した。観測点密度が約 2.5 倍になることでスロースリップによ

る地殻変動の空間分解能を飛躍的に上げられると期待される。 

講演時には、この新ＧＰＳ観測網から得られた地殻変動ベクトル及びこれから計算された歪・応力分布図など

を紹介する。 



 


